
 

（株）ＰＸＰ・日揮（株）・東海旅客鉄道（株）・相模原市が共同で 

実施する次世代型太陽電池の実証実験が神奈川県次世代型太陽電池普及 

促進事業費補助金の対象事業として採択されました！ 
 

市内においてフレキシブル次世代型太陽電池を研究・開発している株式会社

ＰＸＰが、日揮株式会社、東海旅客鉄道株式会社及び相模原市と共同で実施す

る、次世代型太陽電池の実証実験が「神奈川県次世代型太陽電池普及促進事業

費補助金」※１の対象事業として採択されましたのでお知らせします。 

今回採択された事業は、相模原市イノベーション創出促進拠点である 

「ＦＵＮ＋ＴＥＣＨ ＬＡＢＯ」（ファンタステックラボ、東海旅客鉄道株式会

社が運営）の行う新技術等の実証・実装の一環として進めてきたもので、 

ＦＵＮ＋ＴＥＣＨ ＬＡＢＯの建物の窓や壁面等にＰＸＰが開発したカルコパ

イライト太陽電池※２を設置します。 

「薄い、軽い、曲げられる」特徴を持つ次世代型太陽電池を用いて、窓や壁

面等のこれまで設置が困難だった場所への設置や年間を通じた発電量の違いに

ついて検証します。 
 

１ 申請者（役割） 

株式会社ＰＸＰ（ソーラーパネルの設計・製造、データ解析・点検等） 

日揮株式会社（システムの施工手配） 

東海旅客鉄道株式会社（実証場所の提供、普及啓発活動） 

相模原市（普及啓発活動等） 

 

２ 設置場所 

（１）施設名 ＦＵＮ＋ＴＥＣＨ ＬＡＢＯ 

（２）住 所 相模原市緑区橋本２－１－５８ 

 

 

※１ https://www.pref.kanagawa.jp/docs/ap4/001/jisedai-hojo.html 

※２ 政府が開発・利用を強く支援しているペロブスカイトとは異なる波長の光を捉えます。 

 

令和７年７月１８日 

相模原市発表資料  

＜お問い合わせ先＞ 

環境経済局環境部ゼロカーボン推進課 
電話 042-769-8240 

https://www.pref.kanagawa.jp/docs/ap4/001/jisedai-hojo.html

